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はじめに
本報告で扱った調査地域は，福井県越前市西部に位置し，同市西部域の中央部を西から東に向って
流れる吉野瀬川の主に北側に当たる（図１）．本地域では，吉野瀬川を挟んで，その北側と南側の地
質が大きく異なっている．これは吉野瀬川に沿う断層―吉野瀬川断層（福井県，１９６９）の活動に起因
するとされている．この地域を含んだ地質に関するこれまでの報告には，塚野・三浦（１９５４），１５万分
の１福井県地質図（福井県，１９６９），５万分の１土地分類基本調査「鯖江・梅浦」（福井県，１９８４），そして
近年発刊された福井県地質図２０１０年版（福井県，２０１０）がある．それらによれば，本地域には，中生
層（南条山地中生層春日野相），ジュラ紀の古期花崗岩類，白亜紀後期の足羽層，白亜紀後期の流紋岩
類（濃飛流紋岩類），白亜紀末期の新期花崗岩類，新生代漸新世の西谷流紋岩類，中新世の火山岩類（糸
生層），そして第四紀の河川性堆積物が分布する．いずれの報告も全体的な地質を記載したもので，詳
細な地質に関しては述べられていない．また，調査地域に分布する第四系に関しては，小村（１９８２）
や岡島・山本（１９９５）の報告があ
る．両報告は，段丘面，段丘堆積
物の解析とそれらから推測される
古天王川の変遷と地殻運動に言及
している．
ここで，従来の地質図を比較し
てみると，流紋岩類や花崗岩類の
分布域に関して一部異なる箇所が
ある．例えば，福井県（１９６９）に
は鬼ヶ岳の南方の尾根周辺に西谷
流紋岩類の分布が記載されている
が，福井県（２０１０）にはそれは無
く，すべて濃飛流紋岩に塗色され
ている．今回は，沢沿いをも含め
丹念に踏査し，詳細な露頭データ
を集めることができたので，ここ
にまとめることとした．なお，岩
石種は肉眼にて判別したが，火山
岩類の岩相は変化に富み，肉眼観
察だけではその判別に困難な場合
図１：調査地域の位置
本報告で地質を記載した地域は，福井県越前市西部に位置し，約２５の
範囲である．
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にしばしば遭遇した．その傾向は特に濃飛流紋岩類や西谷流紋岩類と思われるものに見られた．その
ために，まず見かけの岩相により区別し，それに基づき，いくつかの岩相の区分域をまとめて地質図
を作成した．
１．全体的地質分布と層序
調査地域は，福井県越前市西部に位置し，おおまかに吉野瀬川（南限），越前市の北端（北限），越前
市大虫集落付近（東限），天王川の支流・黒川（西限）に囲まれた，東西約６．６×南北約３．６の約２５
の範囲である（図２）．調査範囲内の最高所は標高５３２．５ｍの鬼ヶ岳である．従来の研究により，本
地域には古期花崗岩類に属する花崗岩類，白亜紀末に貫入したとされる新期花崗岩類，白亜紀後期の
流紋岩質火砕岩類（濃飛流紋岩類），漸新世に活動した西谷流紋岩類，中新世火山岩類，第四紀の段丘
堆積物が分布し，そして，少量の白亜紀陸成堆積岩（足羽層），古期花崗岩類に伴なって石灰岩塊が
散在することが知られている．調査地域の南側（吉野瀬川より南側）には南条山地中生層が広く分布
する（福井県，１９６９，２０１０；服部・吉村，１９７９，１９８２）．これらの岩石で調査地域内に最も広く分布する
のは，鬼ヶ岳を中心に分布する濃飛流紋岩類である．
吉野瀬川断層は，飛騨帯の南限を画する構造線である秋生断層の西方延長とされる（塚野・三
浦，１９５４；福井県，１９６９）．従来の地質図や今回の調査により，南条山地中生層分布域の北縁部付近に，
少なくとも３本の東西方向の断層が存在する（図２）．これらの断層活動などによる地殻変動により周
辺の地質構造は複雑になっていると思われる．近年越前市勝蓮花において活断層の露頭が見出された
（山本，２００４）．また，付近のボーリング試料には破砕帯を示す堆積物が含まれる（服部，私信）．これ
らのことから，吉野瀬川断層は活断層であると推測される．
従来の報告と今回の調査に基づく層序は，吉野瀬川の北側では，下位から，古期花崗岩類（石灰岩
塊を伴う）―足羽層―濃飛流紋岩類―新期花崗岩類―西谷流紋岩類―中新世火砕岩類からなり，一方，
南側には断層関係で南条山地中生層が分布し，両者を被覆して第四系の段丘堆積物が分布する．
古期花崗岩類は，花崗閃緑岩，場所によっては細粒の閃緑岩様岩石である．本岩に接していくつか
の石灰岩塊が存在する．すべての石灰岩塊は古期花崗岩類による熱変成を受けており，著しく再結晶
し，化石が報告されていないので，その年代は今のところ不明である．しかし，古期花崗岩類の接触
熱変成を受けているので，古期花崗岩類よりその堆積年代は古い．足羽層は，本調査地域では越前市
大虫滝付近にわずかに分布する．層序的には濃飛流紋岩類の下位に分布する．細粒～粗粒の花崗岩質
の砂岩および礫岩層である．
濃飛流紋岩類は，鬼ヶ岳を中心に広く分布する．後述するように非常に多彩な岩質を示すが，大部
分が火山礫凝灰岩および溶結凝灰岩（溶結の程度は弱い）である．その東側に分布する古期花崗岩類
とはおそらく不整合関係，そして西側では新期花崗岩が貫入し，その接触部では熱変質を被っている．
熱変成を受けた濃飛流紋岩類は結晶が粗粒になり，黒雲母が多数生じていたり，陶石化作用を受け白
色になったりしている．熱変成帯の幅は約４００ｍと見積もられる．かつては，越前市上杉本町の旧武
生第五中学校跡の南東側の裏の崖に濃飛流紋岩類と中生層との接触面が露出していたようである．残
念ながら現在では接触面と断定できる部分は風化して明瞭ではないが，おそらく断層関係である．新
期花崗岩類は，調査地域の西部に分布し，濃飛流紋岩類に熱変成を与えている．従って新期花崗岩類
は濃飛流紋岩類より若い．特に濃飛流紋岩類に近接するところでは花崗斑岩がしばしば分布する．
西谷流紋岩類は，小野集落付近にわずかに分布し，暗赤紫色で微細な石英結晶と弱い溶結構造が見
られる．下位の濃飛流紋岩類および上位の中新世火砕岩類とは，いずれも断層関係かもしくは不整合
関係である．中新世火山砕屑岩類は，主として安山岩類の角礫や亜円礫を多数含み，場所によっては
基質部が少ない火山角礫岩もしくは火山円礫岩と呼べる．
段丘堆積物は，南条山地の中生層，濃飛流紋岩類，花崗岩類を不整合に覆っている．中生層との接
触関係が工事法面などで確認できる．
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２．各岩石の特徴
２‐１ 南条山地中生代ジュラ紀堆積岩
本堆積岩は，調査地域内では南西部と南東部（小野集落周辺）にややまとまった分布があるほか，
吉野瀬川の河床，川の主に北側に沿って東西方向に分布する．南西部では風化が著しく新鮮な露頭は
少ない．むしろ，建設中の吉野瀬川ダムに関連する工事現場のいくつかの法面で新鮮な露頭が出現し，
そこでは，中生層が段丘堆積物に不整合に被覆されている．黒色泥岩，中粒砂岩，チャート，緑色岩
からなるが，主体は黒色泥岩と層厚が５～８㎝の砂岩層との泥岩勝ち互層であり，泥岩の一部はスラ
ンプ性堆積物の特徴である細長いレンズ状の砂岩層を含む．このような特徴から，ここに分布する南
条山地中生層は春日野相と呼ばれる混在岩相（服部・吉村，１９７９）に相当する．なお，春日野相の泥
岩からはジュラ紀最前期の放散虫化石が産出し，この時代が堆積時代と考えられている（服部・吉
村，１９８２）．砂岩は通常は灰黒色を呈するが，風化すると淡茶色を呈することがある．春日野相は，異
地性の緑色岩を含むことが特徴の一つなので，地質図では緑色岩は南条山地の中生界のメンバーの中
で特別に塗色した．なお緑色岩は風化が著しいが，枕状溶岩の形状を呈する部分もある．
２‐２ 濃飛流紋岩類
濃飛流紋岩類は，白亜紀後期に噴出し，中部地方に広く分布する流紋岩，流紋岩質凝灰岩，溶結凝
灰岩，および石英斑岩の総称である（山田ほか，２００５）．福井県内では，面谷流紋岩類とも呼ばれ，そ
の模式地は大野市面谷川である（河合，１９５６；河合ほか，１９５７）．本岩は調査地域内では鬼ヶ岳（５３２．５
ｍ）を中心に広く分布し，東側では古期花崗岩類と，そして西側では新期花崗岩類と接する．ほとん
どが溶結凝灰岩あるいは火山礫凝灰岩である．そのほか，越前市安養寺町から沓掛町へ南北に通ずる
道路沿いの切通しでは白色陶石状に風化した流紋岩類が存在したり，同道路の西側の尾根に沿っては
微細な黒雲母結晶が多数含まれる花崗岩とも流紋岩とも鑑別しがたい岩石が分布する．これらは，新
期花崗岩類の貫入接触により，濃飛流紋岩類が熱変質したものと思われる．この付近が新期花崗岩類
と濃飛流紋岩類との境界部である．なお，塚野・三浦（１９５４）は，鬼ヶ岳周囲に発達する酸性の火山
岩類（石英粗面岩及び同質凝灰岩）を「鬼ヶ岳累層」と名付け，その年代は新第三世紀であると考え
たが，福井県（１９６９）では白亜紀後期の酸性火山岩類と解釈した．
本流紋岩類には，下記のように種々のタイプの岩相がある．地質図（図２）では，●印の岩相がま
とまって分布する範囲を，他の濃飛流紋岩類とは区別し，異なった凡例模様を使用し区分した．
○石英斑岩：石英の大きな斑晶（１～２㎜）が目立つ，石英斑岩．調査地域内の東部に分布する古期
花崗岩類との境界付近などに分布する．
○青緑色レンズ状岩片を含む溶結凝灰岩：基質は通常淡青緑色を呈し，大きさが１～３㎝，青緑色で
不定形，時にレンズ状の岩片（もとは軽石か）を多数含む溶結凝灰岩．肉眼で識別できる鉱物として
は，透明石英，白色長石を含む．溶結の程度はそれほど強くないと思われる．レンズ状岩片の配列に
よる葉理構造は，走向がＮ３０°～７０°Ｗ方向で，ＮＥの傾斜を示すことが多い．このタイプの凝灰岩は
鬼ヶ岳周辺で普通に見られる．
○淡茶色火山礫凝灰岩：基質は淡茶色や淡灰青を呈し，白色の長石結晶や火山岩類の岩片を多数かつ
雑多に含む火山礫凝灰岩．広範囲に普遍的に分布している．岩片が大きく多数になり，凝灰角礫岩あ
るいはラピリストーンと言える部分もある．
●暗赤紫色火山礫凝灰岩：前述した淡茶色の火山礫凝灰岩に組織は似るが，基質が暗赤紫色の火山礫
凝灰岩．斜長石（＜０．５㎜）が散在し，微小な石英結晶も少量含まれる．岩片として灰緑色珪質岩（リ
ソイダイトか），赤紫色の角張った火山岩破片（０．５～１㎝，大きいものでは２㎝）が含まれる．低度
に溶結している部分もある．この暗赤紫色の火山礫凝灰岩と接して，大きな結晶や岩片をほとんど含
まない暗赤紫色の凝灰岩も漸移関係で連続して分布することがある．両者をあわせて他の濃飛流紋岩
類とは区別して扱った．
●淡青紫色火山礫凝灰岩：基質は淡灰青紫色．１㎜以下の白色の斜長石結晶や０．５～１㎜の無色透明の
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図２：越前市吉野瀬川北側
図１のピンク色の範囲に当たる．濃飛流紋岩類に関しては，現地調査で岩相をなるべく細かく区別し，その岩相分布
をもとにいくつかを同類としてまとめることで地質図を作成した．石灰岩塊は，花崗岩類の露頭を考慮しつつ，野外
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（鬼ヶ岳―大虫地域）の地質図．
で実際に確認できた大きさよりやや拡大して描いてある．（横根付近に分布する石灰岩塊の走向・傾斜値は，主に石
灰岩―珪質岩互層のそれを表しており，二次的な構造を表す可能性もある）
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石英結晶を含み，淡黄緑色の不規則な形の含有物も存在する．この岩石の好露頭は，小野集落北方の
林道笹尾野線の北詰に存在する．グリーンタフの火山礫凝灰岩に非常に似ている．塚野・三浦（１９５４）
にも「グリーンタフと間違いやすいものもある」と記載されており，これに相当するのだろう．地質
図（図２）では，淡青紫色火山礫凝灰岩として，岩相としては区別して取り扱った．
暗赤紫色火山礫凝灰岩と淡青緑色火山礫凝灰岩とは伴って分布することが多い．そして，これらの
岩石と他の通常の濃飛流紋岩類との境界は比較的明瞭である．例えば，鬼ヶ岳南西の尾根を中心とし
たところでは，標高約３５０ｍを境に，それより下方では通常の濃飛流紋岩類，等高線に沿って標高３５０
ｍより高所では，暗赤紫色凝灰岩が連続して分布している．また，越前市勝蓮花集落の北方（武生カ
ントリークラブの北方）では，北西―南東方向の谷を挟んで，その南西側には暗赤紫色と淡青紫色の
凝灰岩，北東側には淡茶色～淡灰青色の火山礫凝灰岩のいわゆる濃飛流紋岩類が露出している．この
ように，かなり明瞭な境界として描けるので，これらの岩相の凝灰岩がまとまって分布する範囲は，
地質図では区分して表した（図２）．
○リソイダイト：青味がかった灰色で，肉眼で見られるような結晶は含まず，無斑晶質のリソイダイ
ト様タイプである．珪化した灰白色の部分は石灰岩に見えることがある．
○ガラス質黒色凝灰岩：ガラス質で黒色緻密な凝灰岩．まれに見られる．
●球顆流紋岩類：球顆組織の顕著な球顆流紋岩質凝灰岩で，非常に硬い．鬼ヶ岳西方の貯水ダムの西
側を中心に分布する．球顆の長径は通常１㎝前後であるが，大きいものでは数㎝に達する．場所によ
っては，それらが押しつぶされ，横方向に延び，複数の球顆が接合している．風化して球顆部が半球
状に突出した構造や，逆に溶脱して凹みになった構造も存在する．
○凝灰質礫岩：古期花崗岩類との境界付近，すなわち濃飛流紋岩類の最下位部などに散点的に出現す
る．基質中には透明な石英を含み，含まれる礫種は，チャート（＜４㎝），砂岩などである．
２‐３ 西谷流紋岩類
小野集落付近にわずかに現われる．濃飛流紋岩類および中新世火山岩類とは断層関係もしくは不整
合関係であると推測される．暗紫色を呈し，無色透明の石英結晶（約１㎜），風化により白色になった
斜長石結晶（約１㎜）を含む．一般に石英結晶に比べ斜長石の結晶が多い．部分的に弱い溶結構造を
持つが，どちらかと言えば火山礫凝灰岩である．本流紋岩の年代値は，２２～２７Ma（中島ほか，１９８３）
である．葉理状の流理構造と石英の斑晶が西谷流紋岩の特徴とされる（河合ほか，１９５７）が，調査地
域内においては，そのような典型的な西谷流紋岩類は見られない．むしろ，火山礫凝灰岩や弱い溶結
構造のある凝灰岩の様相を示す部分がほとんどである．今回西谷流紋岩類としたものの一部は，濃飛
流紋岩類に分類される可能性もある．なお，本岩は溶結凝灰岩であるので，西谷流紋岩という呼称を
改めたほうがよいという意見もある（吉川，２００６）．
２‐４ 中新世火山岩類
一つには，調査地域内では，小野集落北西から吉野瀬川に沿って，主にその南側に東西方向に分布
する中新世火砕岩類がある．本岩は，基質が凝灰岩質で，その中に径が数㎝～１０数㎝の大きさの安山
岩質の火山岩礫を多数含む凝灰角礫岩や火山角礫岩である．一般に基質量に比べ礫の占める量が多い．
北側に分布する濃飛流紋岩類とは断層関係である．この岩石は丹生山地や越前中央山地に広く分布す
る中新世下部の糸生層下位の安山岩質火砕岩類に相当する．
そのほかに暗青色，細粒の安山岩岩脈が，濃飛流紋岩類や南条山地中生層，および新期花崗岩類に
貫入している．
２‐５ 第四紀段丘堆積物
今回直接観察できた段丘堆積物は吉野瀬川北側に分布し，吉野瀬川と天王川との河川争奪運動が関
与している（小村，１９８２；岡島・山本，１９５５）．岡島・山本（１９５５）は，丹生山地の河成段丘を，段丘面
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の連続性，堆積物の特徴，開析状況から，Ｄ１（高位の）段丘，Ｄ２（中位の）段丘，Ｄ３（低位の）
段丘に分類し，本調査地域内にはＤ２とＤ３とが分布しているとしている．
広く分布するＤ２段丘の堆積物には，構成する礫にチャート礫を多数含むタイプと含まないタイプ
の礫層が観察された．チャート礫を多数含む段丘堆積物は，越前市上杉本，沓掛などで発達する．チ
ャート礫をはじめ，ほかに砂岩礫，流紋岩類（西谷，濃飛）礫を含む．チャートの長径は１～３㎝で，
青緑色，白色チャートのほか暗赤紫色のチャートも含まれる．円礫ではないが角はやや丸くなってい
る．南条山地中生層からの供給が伺える．これらの礫層の下限は標高１４０～１６０ｍである．一方，チャ
ート礫を含まない段丘堆積物は，勝蓮花集落付近の林道笹尾谷線や小野集落西の道路工事現場に露頭
が出現した．ここでは基盤岩は南条山地中生層で，それを被覆して礫層は標高１３０ｍより上位に堆積
している．礫の大きさは最大で径５０㎝，礫種はほとんどが糸生層の火山岩礫で，他に濃飛流紋岩類が
含まれ，角はやや丸い．チャート礫は含まれていない．下位の中生層は黒色泥岩優勢の泥岩砂岩互層
で，林道笹尾野線の露頭では，その走向・傾斜がＮ５０°Ｅ・４５°Ｗ，両者の境界の走向・傾斜はＮ３０°Ｗ・３０°
ＳＷである．
このほか，Ｄ３段丘堆積物と思われるものが広瀬集落西方などに存在する．小露頭ではあるが，径
が数１０㎝の衝突痕のある灰黒色のチャート礫，濃飛流紋岩や砂岩の礫を多数含み，基盤の濃飛流紋岩
類を被覆している．
２‐６ 花崗岩類
調査地域には，貫入時期の異なる２種類の花崗岩類が分布する．一つはジュラ紀に貫入したとされ，
県内産の試料で測定された年代値は，K−Ar年代として１７８±５Ma（柴田・内海，１９９２），フィッション
・トラック年代としては１５８．８±７Ma（中島ほか，１９８３）である．他の一つは白亜紀後期の花崗岩類で
あり，Rb−Sr放射年代測定により６９．２±７．９Maの年代が報告されている（中島ほか，１９９０）．従来から，
前者を古期花崗岩類もしくは船津花崗岩類，そして後者を新期花崗岩類と呼んでおり，本稿でもそれ
に慣らった．
越前市広瀬集落や大虫集落などを中心とした調査地域東部に分布する花崗岩類については，古期花
崗岩に属すると解釈されている（福井県，１９６９；２０１０）．濃飛流紋岩類とは不整合あるいは断層関係で
あると思われる．再結晶化が著しい晶質石灰岩塊を伴うことが特徴である．一般には黒雲母，角閃石，
石英，長石からなり，一部にピンク色の長石を含むことがある．広瀬集落付近では花崗閃緑岩が主で
ある．細粒で完晶質の閃緑岩と言える部分も存在し，黒色鉱物（黒雲母や角閃石）が石英間を埋めて
おり，基質が少なく，この場合には長石結晶は不明である．黒雲母は風化して表面が金色に見えるも
のもある．
一方，新期花崗岩類は，調査地域内の西部を中心に分布するが，これは丹生山地南部に南北方向に
延びた花崗岩体の南東端に当たる．濃飛流紋岩類に接触熱変成を与えている．本花崗岩類の主体は花
崗斑岩である．斑晶としては，ピンク色の長石，灰白色の長石類，透明石英（０．５㎜程度），黒雲母（０．５
～１㎜）であり，概ね中粒～細粒，ところによっては粗粒で，新鮮かつ淡紅色～灰白色を呈する．黒
雲母は風化して一部金色なっている．斑状組織は，ところによっては５㎜程の斜長石斑晶が溶け残り
突出しているという特徴的な様相を示すこともある．このような花崗斑岩は馬止（標高２８０ｍ）付近
で見られる．
２‐７ 石灰岩塊
越前市横根町，大虫町，広瀬町に分布し，見かけの大きさが長径５～１０数ｍ程のレンズ状小岩塊と
して，古期花崗岩類中に捕獲されたように散在する．尾根に沿って出現する石灰岩塊も複数あり，そ
れらの石灰岩露頭のほとんどには採掘跡がある．また，層状の珪質岩と互層する場合や灰黒色の泥薄
層を挟むこともある．互層をなす場合，その珪質岩の厚さは，一般には数㎝であるが，５～１０㎝の厚
さになることもあり，この場合には石灰岩の部分より珪質岩の部分が多くなる．石灰岩は通常白色～
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灰白色を呈し，再結晶化が著しく，大理石状の部分がある．表面に光沢感のある珪灰石の転石もよく
見られる．閃緑岩～花崗閃緑岩が脈状に貫入していることもある．
３．考察
３‐１ 濃飛流紋岩類と西谷流紋岩類
濃飛流紋岩類は，県内では面谷流紋岩類とも呼ばれ，その活動年代は，石英斑岩のフィッション・ト
ラック年代として６７．３±１．３Ma（中島・岩野，１９８７），溶結凝灰岩の角閃石 K−Ar年代として６８．１±１．１
Maが得られている（小井土ほか，１９９５）．一方，西谷流紋岩類は，大野市真名川上流中島が模式地で，
その岩相は「赤褐色を呈し，石英の斑晶を有し，流理構造が明瞭な溶岩，あるいは溶結凝灰岩」とさ
れている．そして「中新世糸生層の基底によく伴っており，先第三系の岩層を不整合に覆うもの」で
あるとされている（河合，１９５６）．しかし，今回の調査地域内ではこの特徴に当てはまる典型的な西谷
流紋岩は見られなかった．小野集落付近に，中新世火砕岩類（糸生層）に接近して分布する，暗紫色
を呈し微細な石英結晶を含み，葉理状の弱い溶結構造が見られる溶結凝灰岩を西谷流紋岩類とした．
しかし，顕著な流理構造は見られないので，典型的な西谷流紋岩とは言い難く，将来変更されるかも
しれない．
野外では濃飛流紋岩類なのか西谷流紋岩類なのか，どちらとも区別しがたい暗赤紫色を呈する流紋
岩質凝灰岩，あるいは溶結凝灰岩が見られる．そのため，本報告では，なるべく細かく区別した岩相
分布をもとに濃飛流紋岩類に属すると解釈した岩相をまとめて地質図を作成した（図２）．本地質図で
濃飛流紋岩類としてまとめたものに，暗赤紫色火山礫凝灰岩と淡青紫色火山礫凝灰岩がある．前者と
関連して分布する，肉眼で識別できる結晶や岩片をほとんど含まない暗赤紫色の凝灰岩についても，
一連のものと解釈し，最終的にはそれらを併せて濃飛流紋岩類のグループに含めた．調査開始当初は，
暗赤紫色の火山礫凝灰岩と凝灰岩は西谷流紋岩類に分類していた．しかし同様の岩相の凝灰岩類が，
濃飛流紋岩（凝灰岩）が広く連続して露出する地域内にもしばしば発達することが確認された．両者
は断層関係ではなく，むしろ漸移的である．凝灰岩なので貫入岩とも解釈できないので，その岩相の
岩石を西谷流紋岩類ではなく，濃飛流紋岩類に含めた．なお，１５万分の１福井県地質図（福井県，１９６９）
では，鬼ヶ岳南西の尾根を中心とした約３５０ｍより高所は西谷流紋岩類として塗色されている．この
様な岩石の色の違いが，初生的なものなのか，後生のものなのかは不明である．どちらかと言えば，
暗赤紫色を呈する岩石は，地形的高所に産することが多く，風化現象と関連があるのかもしれない．
また，林道笹尾谷線の北詰めなどに暗赤紫色火山礫凝灰岩と関連して分布する淡青紫色火山礫凝灰岩
についても，当初は中新世の糸生層に属するものだと考えていたが，前者とほぼ同じ組織を呈するの
で，同様に濃飛流紋岩類として解釈した．
３‐２ 石灰岩の分布と年代
古期花崗岩類と，それに関連して産する石灰岩塊との接触関係は，複数地点で観察できる．一例と
して，図３に越前市広瀬町に露出する石灰岩―花崗岩類の分布を記した．ここに分布する石灰岩塊の
一つは，露出している部分だけでも縦１０ｍ×横１０ｍの大きさがある．ここでは花崗閃緑岩～閃緑岩が
脈状に石灰岩体に貫入し，石灰岩体は著しく珪化変質している．ほかに，越前市大虫や横根の尾根付
近でも石灰岩塊と花崗岩類の接触関係が確認できる．ここでも主に結晶サイズが小さい閃緑岩が石灰
岩に貫入している．閃緑岩と石灰岩とが繰り返し露出し，接触面は概ね明瞭であることから，石灰岩
に花崗岩類（閃緑岩）が貫入したものと見なされる．
珪質岩と互層し，古期花崗岩類に伴って産し，それにより石灰岩は熱変質を受けている，という特
徴は，福井市西天田に分布する石灰岩に似ている（梅田・安曽，２００８；梅田ほか，２００８）．この石灰岩は
含まれる腕足類化石により石炭紀後期と判明している（Tazawa et al., 2010）．調査地域の古期花崗岩類
に伴って産するこれらの石灰岩の年代は石炭紀であると解釈しても矛盾はない．石灰岩は著しく再結
晶しており，今のところ化石は得られていないが，変成の程度が低い部分もあるので，丹念に精査す
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ると化石を得る可能性はある．
あとがき
調査地域に広く分布する濃飛流紋岩類は，ほとんどが火山礫凝灰岩および溶結凝灰岩であり，また
予想以上に多様な岩相であることが分かった．また，越前市大虫町に分布する古期花崗岩類に伴って
産する石灰岩塊は，従来知られていたよりも多数（もしくは多量）であることが分かった．一方，本
地域の詳細な岩相分布を調べると同時に，西谷流紋岩類の直下に現れる漸新世の河川成礫岩層（梅
田，１９９７）を探したが，西谷流紋岩類の分布そのものが実際に少なく，河川成の礫岩層を見い出すこ
とはできなかった．
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